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漁業を担う新しい力！

全国大会出場の原動力
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田んぼにジャンボな鳳凰登場
〜田んぼアートサミットｉｎ越前町〜



漁
業
を
担
う
新
し
い
力
！

～
ふ
く
い
水
産
カ
レ
ッ
ジ
修
了
式
～
　
平
成
28
年
3
月
に
高
校
を
卒
業
後
、
越
前
町
に
Ｉ
タ
ー
ン

し
、
漁
師
に
な
る
た
め
に
ふ
く
い
水
産
カ
レ
ッ
ジ
漁
船
漁
業

コ
ー
ス
に
入
校
し
た
2
人
が
、
1
年
間
の
漁
業
実
習
と
座
学

研
修
を
終
え
、
7
月
11
日
修
了
式
を
迎
え
ま
し
た
。

問合せ先　就労支援室　☎34‒8705

　息子が漁師になり、1年3ヶ月が経ちました。最初は、漁師の
ことは何もわからず、危険だという認識しかなく、不便なとこ
ろで一人でやっていけるのか、不安ばかりでした。1年経って
も私にはわからないことばかりですが、帰ってくるたびにたく
ましくなり、船頭さんや先輩、近所のみなさんにも親切にして
いただいているようなので、これからも応援しようと思います。
	 ～桑原さんのお母さん～

　岐阜の高校生ということで不安があったが、本人のやる気が感
じられた。素直で仕事に取り組む姿勢もよく、他の船主さんから
も桑原君なら欲しいといわれるが、福洋丸になくてはならない乗
組員となっているので、続けてもらいたいと思っています。

～第18福洋丸船頭の牧田さん～

　この事業がスタートした時には、漁師の希望者がいるとは考えもしなかった。ふくい水産カレッジ制度や町独自の支
援制度のおかげで、ふたりとも安心して越前町に来ることができたことに感謝しています。
　２人は水産カレッジを無事終了し、越前町で漁師として生活していくことを決意され、大変期待しています。今後
とも、みなさまのご協力を心よりお願いします。	 ～越前町漁業協同組合　小林副組合長さん～

　知り合いもいない土地で生活を始め、最初は不安だらけだった
と思いますが無事に一年が過ぎよくがんばったと思います。また、
一年間は同年代の仲間と共同生活ができる環境だったので、すご
く安心できました。仕事も体力的には大変だろうと思いますが、
これからもがんばってほしいです。	 ～古田さんのお母さん～

　１年間よくがんばった。若くてとても元気で、仕事も先輩をよ
く見て、自分のものにしてきた。漁業者後継者として末頼もしい
存在になると期待をしています。

～小樟定置網組合長　京谷さん～

　何事にも一生懸命で非常に頼もしく思っています。定置網では
アイドル的存在なので、ここで腰を落ち着けて欲しいと思います。	
	 ～越前町漁業協同組合職員～

古田さんへ

お世話になった

みなさんからの

寄せ書き

古 田  　 涼 さん
（大阪府出身）

桑 原  佑 基 さん
（岐阜県出身）

修  了  生

▲1年前、ふくい水産カレッジに入校しました
　（右上：桑原さん）

▲桑原さん（左）　漁業実習

▲座学研修

▲桑原さん（左）入校式後町長を表敬訪問

▲古田さん（中央）漁業実習

桑原さんへ

ふたりへ

▲古田さん（中央）町長を表敬訪問

▲修了式

▲副町長を表敬訪問

S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e
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漁師の仕事に
自信と向上心を持ってこれからも越前町で

頑張ります！

一年間の経験を

生かして、 早く一人前の

漁師になれるよう

頑張ります！



　

6
月
30
日
、
あ
さ
ひ
保
育
所
で
、「
人
権
の

花
」
運
動
の
一
環
と
し
て
、
花
の
苗
の
贈
呈
式

を
行
い
ま
し
た
。

　
「
人
権
の
花
」
運
動
は
、
子
ど
も
た
ち
が
、

花
を
育
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
情
操
を
豊
か
に

し
、
命
の
大
切
さ
や
相
手
を
思
い
や
る
心
を
は

ぐ
く
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
丹
生
地
区
人
権

擁
護
委
員
会
が
初
め
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
年
長
組
の
園
児
37
人
が
み
ん
な
で
手

を
つ
な
ぎ
、
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
を
囲
み

な
が
ら
、
人
権
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
世
界
を
し

あ
わ
せ
に
」
を
元
気
よ
く
斉
唱
し
ま
し
た
。

「
人
権
の
花
」
贈
呈
式　
～
あ
さ
ひ
保
育
所
～

　
6
月
23
日
、
越
前
町
役
場
応
接
室
で
、
自
衛

官
募
集
相
談
員
の
委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
自
衛
官
募
集
相
談
員
と
は
、
自
衛
隊
地
方
協

力
本
部
が
行
う
自
衛
官
募
集
の
た
め
の
広
報
活

動
を
支
援
し
、
防
衛
意
識
の
普
及
と
防
衛
基
盤

の
育
成
、
地
域
に
お
け
る
協
力
者
の
紹
介
や
入

隊
予
定
者
へ
の
激
励
、
問
題
解
決
の
援
助
な
ど

を
担
っ
て
い
ま
す
。

相
談
員

　
佐
藤　
賢
一
さ
ん
（
大
谷
）

自
衛
官
募
集
相
談
員
の
委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

▲相談員を委嘱された佐藤さん（中央）

　
7
月
18
日
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
メ
リ
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
と
、
災

害
時
に
お
け
る
物
資
供
給
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
越
前
町
役
場
応
接
室
で
行
わ
れ
た
調
印
式
で
は
、
内
藤
町
長

と
㈱
コ
メ
リ
北
陸
地
区
本
部
の
遠
藤
ゾ
ー
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が

協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
広
域
的
な
物
資
流
通
能
力
を
持
つ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
メ

リ
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
と
相
互
協
力
を
行
う
こ
と
で
、
災
害
時

に
町
が
必
要
と
す
る
物
資
の
供
給
を
優
先
的
に
受
け
る
こ
と
が

で
き
、よ
り
迅
速
か
つ
的
確
な
災
害
対
応
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

「
災
害
時
に
お
け
る
物
資
供
給
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た

　
7
月
8
日
・
9
日
、
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
に
よ
る
、
ふ
れ
あ
い
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

に
、
町
内
小
学
生
・
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
な
ど

約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
朝
日
小
学
校
の
プ
ー
ル
で
、
水
泳

大
会
と
は
一
味
違
う
水
の
中
の
運
動

会
を
行
い
ま
し
た
。
順
位
に
よ
っ
て

豪
華
な
食
材
や
賞
品
が
獲
得
で
き
る

と
あ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
、
チ
ー

ム
で
協
力
し
て
、
プ
ー
ル
の
中
で
元

気
に
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
夜
に
は
、
運
動
会
で
獲
得
し
た
食

材
を
使
っ
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し

み
、
陽
光
館
に
宿
泊
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
、

町
内
の
中
高
生
に
よ
る
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
が
行
事
の
企
画
や
進
行
、

指
導
に
一
生
懸
命
取
り
組
み
、
子
ど

も
た
ち
の
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
役

ふ
れ
あ
い
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

と
し
て
一
緒
に
活
動
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
2
日
間
の
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
の
共
同
生
活
を
と
お
し
て
、

友
情
を
深
め
る
と
と
も
に
大
切
な
こ
と
を
多
く

学
び
、
身
も
心
も
成
長
し
た
よ
う
で
し
た
。

　

道
の
駅
「
パ
ー
ク
イ
ン
丹
生
ヶ
丘
」
で
は
、

お
客
様
の
流
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
よ
う
に
喫

茶
コ
ー
ナ
ー
を
セ
ル
フ
形
式
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
店
全
体
や
商
品
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る

オ
ー
プ
ン
な
空
間
を
設
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
福
井
国
体
を
来
年
に
控
え
、
パ
ー
ク

イ
ン
丹
生
ヶ
丘
オ
リ
ジ
ナ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
グ
ッ
ズ

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ま
し
た
。
コ
ー
ス
タ
ー
や
ス

ト
ラ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
な
ど
カ
ラ
フ
ル
な
グ
ッ
ズ

を
販
売
し
て
い
ま
す
。「
こ
ん
な
ホ
ッ
ケ
ー
グ
ッ

ズ
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
」
な
ど
ご
意
見
、
ご
希

望
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
従
業
員
に
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

　
売
店
で
は
、
当
駅
で
し
か
味
わ
え
な
い
地
元

特
産
越
前
塩
を
使
用
し
た「
越
前
塩
ラ
ー
メ
ン
」

と
「
越
前
塩
あ
ず
き
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
」
を
販

売
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
地
元
の
み
な
ら
ず
、
県
内
外
の
人

に
も
愛
さ
れ
る
道
の
駅
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

道
の
駅
「
パ
ー
ク
イ
ン
丹
生
ヶ
丘
」　
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

営
業
時
間

　
売
店
・
喫
茶

　　
午
前
10
時
～
午
後
6
時

　
軽
　
　  

食

　　
平　
日　
午
前
11
時
～
午
後
4
時

　
　
土
日
祝　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
4
時

問
合
せ
先

　
道
の
駅
「
パ
ー
ク
イ
ン
丹
生
ヶ
丘
」

　
☎
３
４‒

２
８
５
０

▲気持ちを合わせて大玉送り

▲忍者のように水の上を進もう

　

6
月
25
日
、
朝
日
、
宮
崎
、
越
前
、
織
田
地
区
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会
の
交
流
会
が
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
50
人
が
参
加
し
、
各
地
区
の

活
動
の
問
題
点
や
若
者
に
地
域
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
う
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
な
ど
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
話
し
合
っ

た
内
容
は
、
今
後
の
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
生
か
し
て

い
き
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
会

　
7
月
15
日
、
越
前
漁
港
広
場
で
越
前
夏
ま
つ

り
２
０
１
７
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

午
後
6
時
30
分
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
幕
を
開
け
、
引
き
続
き
越
前
婦
人
会
の

み
な
さ
ん
を
中
心
に
、
恒
例
の
盆
踊
り
大
会
を

行
い
ま
し
た
。
今
年
は
例
年
の
「
越
前
音
頭
」

な
ど
の
他
に｢

は
ぴ
ね
す
音
頭｣
も
踊
り
、
越

前
夏
ま
つ
り
と
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　
午
後
8
時
か
ら
は
メ
イ
ン
の
花
火
大
会
を
行

い
、
今
年
は
「
天
海
の
煌

き
ら
め
き～
音
と
光
の
競
演

～
」
を
テ
ー
マ
に
、
2
尺
玉
や
水
中
花
火
な
ど

約
1
万
3
千
発
の
花
火
と
音
楽
に
よ
る
多
彩
な

演
出
で
越
前
の
空
と
海
を
彩
り
ま
し
た
。

　
越
前
夏
ま
つ
り
は
、
来
年
か
ら
「
越
前
み
な

と
大お

お

花は
な

火び

」
へ
と
名
称
を
変
更
し
ま
す
。　

　
越
前
漁
港
か
ら
打
ち
上
げ
る
、
音
を
体
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
臨
場
感
満
点
の
花
火
大
会

を
メ
イ
ン
に
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
み
な

越
前
夏
ま
つ
り
２
０
１
７  

～
来
年
か
ら
「
越
前
み
な
と
大
花
火
」
に
名
称
を
変
更
し
ま
す
～

さ
ん
に
ご
来
場
し
て
も
ら
い
、
花
火
大
会
を
通

じ
て
夏
の
観
光
地
と
し
て
の
越
前
町
を
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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鯖
江
広
域
衛
生
施
設
組
合
で
は
、
平
成
30
年

4
月
採
用
予
定
の
職
員
採
用
候
補
者
試
験
を
行

い
ま
す
。

受
付
期
間

　
9
月
1
日
㈮
～
9
月
15
日
㈮

試
験
職
種
（
採
用
予
定
人
数
）

　
一
般
行
政
職
（
機
械
・
電
気
・
化
学
）　
1
人

職
務
内
容

専
門
的
知
識
や
技
術
を
活
か
し
た
「
し
尿
処

理
施
設
」、「
ご
み
処
理
施
設
」、「
葬
斎
場
」
な

ど
の
管
理
・
監
督
・
事
務

受
験
資
格

昭
和
57
年
4
月
2
日
～
平
成
10
年
4
月
1
日

生
ま
れ
の
人
。性
別
、学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

短
大
卒
程
度
の
学
力
を
必
要
と
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

　
第
1
次
試
験

　
　
日
　
時　
10
月
15
日
（
日
）

　
　
場
　
所　
鯖
江
広
域
衛
生
施
設
組
合

　
第
2
次
試
験

　
　
日
　
時　
11
月
中
旬
予
定

　
　
詳
細
は
、
第
1
次
試
験
合
格
者
に
通
知

鯖
江
広
域
衛
生
施
設
組
合　
職
員
採
用
候
補
者
試
験

申
込
書

鯖
江
広
域
衛
生
施
設
組
合
管
理
課
で
配
布
し

ま
す
。
ま
た
、
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、

封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用
申
込
書
請
求
」
と

朱
書
き
し
、
返
信
用
封
筒
（
角
形
2
号
・
Ａ

4
判
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
返
信
用
封

筒
に
は
、
必
ず
返
信
先
を
明
記
し
、
１
４
０

円
切
手
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

鯖
江
広
域
衛
生
施
設
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

提
出
先

　
〒
９
１
６‒

０
０
０
６

　
鯖
江
市
西
番
町
15‒

11

　
鯖
江
広
域
衛
生
施
設
組
合
管
理
課

問
合
せ
先

　
鯖
江
広
域
衛
生
施
設
組
合
管
理
課

　
☎
５
１‒

２
４
０
６

高額療養費制度
　1か月に支払った医療費の自己負担額が高額になり、決められた上限額を超えた場合に、その超えた分を払い戻
す制度です。上限額は、個人や世帯の所得に応じて決まっています。
　これまで、医療費の負担上限額は、同じ年収であっても高齢者が若者世代より低く設定されていましたが、医療
費が高くなる傾向にある高齢者と若者との世代間の公平を図るため、高齢者のうち負担能力がある人に負担をお願
いするよう制度が改正されました。

上限額の変更

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

※多数回とは
	 過去12か月以内に、すでに3回高額療養費の払い戻しを受けている場合は、4回目から「多数回」該当となり上限額が引き
下げられます。

　今回変更される高額療養費の上限額は、現在ご加入の医療保険の高齢受給者証をお持ちの人と、後期高齢者医療
制度の被保険者に適用されます。ご自分がどの区分に該当するかは、被保険者証（保険証）や高齢受給者証、限度
額認定証でご確認いただけます。
　なお、今回の改正では、医療機関などの窓口で支払う金額の負担割合（３割、１割または２割）の見直しはあり
ません。

8月1日から、70歳以上の人の高額療養費の上限額が変更されます

【7月31日まで】 【8月1日から】

所　得　区　分
負担

割合

外　来　＋　入　院

（世帯ごと）

外　来　＋　入　院

（世帯ごと）外　来

（個人ごと）

外　来

（個人ごと）

現役並み
住民税課税所得
145万円以上の人

３割 44,400円

80,100円＋
（医療費－267,000円）
×1％

※多数回44,400円

57,600円

80,100円＋
（医療費－267,000円）
×1％

※多数回44,400円

一　般
現役並み、住民税
非課税に該当しな
い人

１割

または

２割

12,000円 44,400円

14,000円

年間上限

144,000円

57,600円

※多数回44,400円

住民税
非課税

低所得　Ⅱ

8,000円

24,600円

8,000円

24,600円

低所得　Ⅰ 15,000円 15,000円

　
平
成
29
年
4
月
19
日
に
、「
越
前
町
を
良
く
す

る
会
（
代
表　

伊
藤
勉
氏
）」
か
ら
調
査
請
求

が
あ
っ
た
件
に
つ
い
て
、
越
前
町
政
治
倫
理
審

査
会
の
調
査
結
果
を
、
越
前
町
兼
業
禁
止
及
び

政
治
倫
理
条
例
第
9
条
第
2
項
に
基
づ
き
公
表

し
ま
す
。

調
査
の
対
象
者

　
田
中　
太
左
ヱ
門　
町
議
会
議
員

調
査
請
求
の
内
容

　
田
中
議
員
が
、
島
田
欽
一
県
議
会
議
員
の
政

務
活
動
費
内
の
人
件
費
で
雇
用
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
、「
税
金
で
二
重
に
報
酬
を
得
て
い
た
行

為
」
で
あ
り
、
そ
の
行
為
が
越
前
町
兼
業
禁
止

及
び
政
治
倫
理
条
例
第
2
条
に
規
定
す
る
「
町

議
と
し
て
の
地
位
を
利
用
し
て
金
品
を
授
受
し

た
行
為
」
か
つ
「
議
員
と
し
て
の
人
格
と
倫
理

に
反
し
、
品
位
と
名
誉
を
損
な
う
行
為
」
に
あ

た
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
求
め
る
。

調
査
日

　
5
月
2
日
、
12
日
、
24
日
、
6
月
8
日

調
査
結
果
（
抜
粋
）

　
審
査
会
で
は
、
田
中
議
員
が
行
っ
た
業
務
の

う
ち
、
大
半
を
占
め
る
要
望
の
聞
き
取
り
や
地

元
で
の
調
査
な
ど
は
、
県
議
に
報
告
す
る
こ
と

で
町
の
発
展
が
望
め
る
内
容
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
町
民
の
た
め
の
行
為
で
あ
れ
ば
、
全
て
町

議
の
議
員
活
動
に
包
括
さ
れ
る
内
容
で
あ
る
と

し
、
そ
う
し
た
業
務
で
賃
金
を
得
て
い
た
と
す

れ
ば
、
町
民
に
税
金
で
二
重
に
報
酬
を
得
て
い

た
と
思
わ
れ
た
と
し
て
も
や
む
を
得
な
い
行
為

で
あ
る
、
と
判
断
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
雇
用
契
約
は
、
島
田
県
議
の
方
か

政
治
倫
理
条
例
第
9
条
第
2
項
に
基
づ
く
公
表ら

依
頼
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
田
中
議

員
自
ら
が
自
分
を
売
り
込
み
、
町
議
と
し
て
の

地
位
を
利
用
し
て
金
品
を
授
受
し
よ
う
と
し
た

行
為
と
は
言
い
難
い
、
と
判
断
し
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
町
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
と
し
て

の
倫
理
の
よ
り
所
と
す
べ
き
条
例
の
内
容
を
真

に
理
解
せ
ず
、
雇
用
の
内
容
に
関
し
て
不
正
の

疑
惑
を
も
た
れ
な
い
か
ど
う
か
を
考
慮
し
な

か
っ
た
こ
と
は
、
議
員
と
し
て
の
自
覚
に
欠
け

る
思
慮
の
浅
い
行
動
で
あ
っ
た
、
と
判
断
し
ま

し
た
。

　
よ
っ
て
、
審
査
会
で
は
、
町
議
会
議
長
に
対

し
て
、
町
議
会
と
し
て
田
中
議
員
に
対
し
、
地

方
自
治
法
に
規
定
す
る
「
公
開
の
議
場
に
お
け

る
戒
告
」
相
当
の
処
分
を
科
し
、
反
省
を
促
す

と
と
も
に
、
町
民
に
対
し
て
謝
罪
と
説
明
責
任

を
果
た
す
よ
う
求
め
る
な
ど
、
厳
格
な
態
度
で

臨
ま
れ
る
こ
と
を
勧
告
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
議
会
と
し
て
も
、
条
例
遵
守
の
た

め
の
議
員
研
修
を
行
う
な
ど
、
再
発
防
止
を
図

る
よ
う
あ
わ
せ
て
提
言
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
調
査
結
果
通
知
書
全
文
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

　
越
前
町
政
治
倫
理
審
査
会
（
総
務
課
内
）

　
☎
３
４‒

８
７
０
０

　
平
成
30
年
4
月
採
用
予
定
の
海
上
保
安
大
学

校
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
　

8
月
24
日
㈭
～
9
月
4
日
㈪

　
郵
送
・
持
参　
8
月
24
日
㈭
～
8
月
28
日
㈪

日　
　
時

　
1
次
試
験　
10
月
28
日
㈯
、
29
日
㈰

海
上
保
安
官
募
集　
～
美
し
い
福
井
の
海
を
守
る
の
は
、
あ
な
た
で
す
～

受
験
資
格

平
成
29
年
4
月
1
日
時
点
で
高
等
学
校
ま
た

は
、
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
て
2
年
を
経

過
し
て
い
な
い
人
。
ま
た
は
、
平
成
30
年
3

月
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
人
。

問
合
せ
先

　
敦
賀
海
上
保
安
部
管
理
課

　
☎
０
７
７
０‒

２
２‒

０
６
６
６
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男女共同参画・人権のとびら

　6月23日、織田小学校で男女共同参画気づき事業が開
かれました。町では「認め合い男

ひ

女
と

の心をつなぐまち」を
キャッチフレーズに男女共同参画活動を推進しています。
　今回は、福井工業大学の武内昭子先生に「自分らしさを
考える」という授業していただきました。自分の短所も見
方を変えれば長所になることや、それらすべてが「自分ら
しさ」であることを気づかせてくれる講義でした。

子どもたちの感想
・授業を終えて、自分に自信が持てました。言葉を変えるだ
けでこんなに自分に自信がつくとは思ってもいませんでし
た。

・意外と自分のことは自分でも知らなくて、考えたこともあ
まりなかったので、今日の授業で改めて自分のことを考え
ることができました。

・自分の性格や特徴などを考えて、自分には、たくさんの得意なことや苦手なことが
あるのだと分かりました。これからも、自分らしい所を見つけてみたいです。

問合せ先　男女共同参画・人権室　 ☎34‒8715

男女共同参画気づき事業　in　織田小学校

Vol.14

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

学
習
教
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
抱
え
る
家
庭
の
小
中
学

生
を
対
象
と
し
た
学
習
教
室
で
、
勉
強
を
教
え

て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
都
合
が
つ

く
日
時
、
場
所
だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
。

日　
　
時　
土
日
ま
た
は
平
日
夕
方
以
降
の

　
　
　
　
　
2
時
間
程
度

対
象
者　
教
員
Ｏ
Ｂ
、
大
学
生
な
ど

　
　
　
　
　
（
教
員
免
許
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

謝　
　
礼　
1
回
2
千
円
（
旅
費
別
途
）

丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ生

活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

　
働
き
た
く
て
も
仕
事
が
決
ま
ら
な
い
、
生
活

が
苦
し
い
、
就
職
が
う
ま
く
い
か
ず
家
に
ひ
き

こ
も
っ
て
い
る
、
借
金
が
あ
り
家
計
の
管
理
が

で
き
な
い
な
ど
、
暮
ら
し
や
仕
事
で
お
困
り
の

人
や
不
安
の
あ
る
人
の
ご
相
談
を
受
け
、
生
活

の
立
て
直
し
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
ご
家
族

な
ど
周
り
の
人
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

問
合
せ
先　
丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
５
１‒

０
０
３
４

　
国
民
年
金
は
、
老
後
や
も
し
も
の
時
に
み
な

さ
ん
の
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
す
。
保
険
料
の

納
め
忘
れ
が
続
く
と
、
老
後
に
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
障
害
年

金
や
遺
族
年
金
を
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
も
し
も
の
時
に
後
悔
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
国
民
年
金
の
納
付
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合

に
は
、
次
の
よ
う
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
遅
れ
ず
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

学
生
納
付
特
例

学
生
で
、
前
年
所
得
が
基
準
以
下
の
人
、
ま

た
は
失
業
な
ど
の
理
由
が
あ
る
場
合
、
申
請

に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

納
付
免
除

本
人
と
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
や
、
失
業
な
ど

の
理
由
が
あ
る
場
合
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険

料
の
全
額
ま
た
は
一
部
（
4
分
の
1
〜
4
分

の
3
）
の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

納
付
猶
予

50
歳
未
満
の
人
（
学
生
を
除
く
）
で
、本
人
、

配
偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

　
武
生
年
金
事
務
所　
☎
２
３‒

１
１
２
６

　
健
康
保
険
課　
　
　
☎
３
４‒

８
７
１
０

　次に該当する人（またはその保護者など）には、各種手当が支給されます。
　ただし、前年の所得が基準額を超える人や、公的年金受給者、施設入所者、長期にわたって入院されている人に
は支給されないものもあります。支給の要件など、詳しくはお問い合わせください。

各種手当をご存知ですか？
受給者のみなさんは現況届や所得状況届などをお忘れなく

対　象　者　　【提　出　書　類】 支　給　月　額

児 　 　 童
扶 養 手 当

ひとり親家庭などの生活安定と自立促進のために、18歳
に達した年度末（3月31日）までの児童（20歳未満で心
身に中度以上の障がいがある児童を含む）を養育してい
る父母や、父母に代わってその児童を養育している人。 所得に応じて

（1人目）
 9,900 ～ 42,290円

（2人目）
 5,000 ～ 10,000円

（3人目以降1人につき）
 3,000 ～ 6,000円

【現 況 届】
受付期間　8月1日（火）～ 10日（木）
　　　　　午前8時30分～午後7時
　　　　　（土日を除く）
　　　　　8月11日（金・祝）～ 13日（日）
　　　　　午前9時～正午
　　　　　8月14日（月）～ 31日（木）
　　　　　午前8時30分～午後5時15分
　　　　　（土日を除く）
提 出 先　福祉課

特 別 児 童
扶 養 手 当

身体または精神に中度以上の障がいがある在宅の20歳
未満の児童を養育している人。 （1級）

51,450円

（2級）
34,270円

【所得状況届】
受付期間　8月10日（木）～ 9月8日（金）
　　　　　午前8時30分～午後5時15分
　　　　　（土日・祝日を除く）
提 出 先　福祉課または各住民サービス室

障 害 児
福 祉 手 当

身体または精神に重度の障がいがある在宅の20歳未満の
人で、日常生活で常時特別の介護を必要とする人。

14,580円

特 別 障 害 者
手　　　 当

身体または精神に重度の障がいがある在宅の20歳以上
の人で、日常生活で常時特別の介護を必要とする人。

26,810円
【公的年金等受給状況届】
受付期間　8月10日（木）～ 9月8日（金）
　　　　　午前8時30分～午後5時15分
　　　　　（土日・祝日を除く）
提 出 先　福祉課または各住民サービス室

重 症 心 身
障害児（者）等
福 祉 手 当

心身に重度の障がいがある在宅の人で、介護を必要とし、
各種手当や年金が支給されない人。

 3,000円

問合せ先　福祉課　☎34‒8725
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越前町営朝日総合運動場（町立ホッケー場）
福井県立ホッケー場
平成30年10月4日㈭～ 10月8日㈪

　
選
挙
制
か
ら
公
募
制
に
改
正
さ
れ
た
新
制
度

の
越
前
町
農
業
委
員
会
委
員
と
、
今
回
か
ら
新

設
さ
れ
た
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
農
業
委
員

会
が
行
う
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積・集
約
化
、

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
な
ど
を
特
に
中
心
と

な
っ
て
推
進
す
る
委
員
で
す
。

　
任
期
は
、
8
月
1
日
～
平
成
32
年
7
月
31
日

ま
で
で
す
。

越
前
町
農
業
委
員

　
月
田　
善
尋　
　
藤
井　
義
数

　
清
水　
豊
之　
　
山
本　
清
道

　
北　
　
幸
夫　
　
古
﨑　
新
治

　
木
村　
幹
雄　
　
前
田　
亘
保

　
齋
藤　
壽
英　
　
佐
々
木
久
吉

　
宮
本　
　
修　
　
島　
　
啓
介

　
山
嵜　
真
佐　
　
平
沢　
正
淨

　
眞
木　
豊
和

新
し
い
農
業
委
員
会
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
み
な
さ
ん
で
す

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
伊
藤　
昭
一　
　
山
口　
忠
夫

　
安
井　
耕
策　
　
大
西　
義
孝

　
横
田　
一
幸　
　
佐
藤　
明
大

　
濵
野　
浩
一　
　
堀　
　
幸
代

　
杉
森　
孝
行

問
合
せ
先

　
農
業
委
員
会
事
務
局
（
農
林
水
産
課
内
）

　
☎
３
４‒

８
７
０
４

　
農
業
を
リ
タ
イ
ア
し
た
い
、
経
営
を
縮
小
し

た
い
と
お
考
え
の
場
合
、
農
地
中
間
管
理
機
構

を
通
じ
て
地
域
の
担
い
手
の
人
（
認
定
農
業
者

や
農
業
法
人
な
ど
）
に
農
地
を
集
積
・
集
約
す

れ
ば
、
農
地
の
提
供
者
に
協
力
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
交
付
金
額
は
、
提
供
す
る
農
地
の
面
積

に
応
じ
ま
す
。

農
地
中
間
管
理
機
構
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

「
中
退
共
」
の
退
職
金
制
度
な
ら
掛
金
に
国
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

「
中
退
共
」
制
度
と
は

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き
設
け
ら
れ

た
中
小
企
業
の
た
め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

国
の
制
度
だ
か
ら
安
心
・
有
利

　
「
中
退
共
」
の
退
職
金
制
度
は
、
新
規
加
入

や
掛
金
月
額
を
増
額
す
る
場
合
、
掛
金
の
一
部

を
国
が
助
成
し
ま
す
。掛
金
は
全
額
非
課
税
で
、

手
数
料
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

社
外
積
立
型
だ
か
ら
管
理
が
簡
単

◦
従
業
員
ご
と
の
納
付
状
況
や
退
職
金
試
算
額

を
事
業
主
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦
退
職
金
は
、
中
退
共
か
ら
直
接
従
業
員
へ
支

払
わ
れ
ま
す
。

◦
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
人
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
県
で
は
、
8
月
に
帰
省
す
る
人
を
対
象
に
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
就
職
面
談
会
を
開
き
ま
す
。 

　
個
別
の
就
職
相
談
や
県
内
企
業
の
紹
介
パ
ネ

ル
展
示
・
説
明
な
ど
を
行
い
ま
す
。
社
会
人
の

人
も
、
学
生
の
人
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

日　
　
時

　
8
月
12
日
㈯　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

　
8
月
15
日
㈫　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

　
越
前
町
商
工
会
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
20
％

も
お
得
に
買
い
物
が
で
き
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

「
越
前
町
de
買
オ
ッ
サ
券
」を
販
売
し
ま
す
。

越
前
町
de
買
オ
ッ
サ
券　

1
セ
ッ
ト（
千
円
券
6
枚
つ
づ
り
）5
千
円

4
千
セ
ッ
ト
を
販
売
予
定

日　
　
時

9
月
3
日
㈰　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

場　
　
所

　
越
前
町
役
場
別
館

　
宮
崎・越
前・織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

平
成
30
年
1
月
に
行
わ
れ
る
成
人
式
の
後
、

地
区
ご
と
で
開
催
さ
れ
る「
新
成
人
の
つ
ど
い
」

を
企
画・運
営
す
る
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
宮
崎
・
越
前
・
織
田
分
館
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者

平
成
9
年
4
月
2
日
～
平
成
10
年
4
月
1
日

生
ま
れ
で
町
内
在
住
の
人 

内　
　
容

当
日
の
企
画･

司
会
進
行  

子
育
て
世
帯
の
移
住
幸
福
度
№
1
の
福
井
県
へ
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
し
ま
せ
ん
か

「
越
前
町
de
買
オ
ッ
サ
券
」
発
売

平
成
30
年
成
人
式　
「
新
成
人
の
つ
ど
い
」
実
行
委
員
募
集

場　
　
所

　
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ
7
階

問
合
せ
先

　
福
井
県
若
者
定
住
支
援
課

　
☎
０
７
７
６‒

２
０‒

０
３
８
７

注
意
事
項

◯
本
券
は
、町
内
の
取
扱
店
で
使
用
で
き
ま
す
。

（
た
だ
し
、
お
釣
り
は
出
ま
せ
ん
）

◯
18
歳
以
上
1
人
2
セ
ッ
ト
ま
で
購
入
で
き

ま
す
。

◯
現
金
と
の
引
き
換
え
は
で
き
ま
せ
ん
。

◯
他
の
商
品
券
、ビ
ー
ル
券
、切
手
、印
紙
な

ど
換
金
性
の
高
い
物
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

　
越
前
町
商
工
会　
☎
３
６‒

０
８
０
０

問
合
せ
先

　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
３
４‒

２
０
０
０

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
宮
崎
分
館

　
　
☎
３
２‒

７
７
１
２

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
越
前
分
館

　
　
☎
３
７‒

７
７
１
２

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
織
田
分
館

　
　
☎
３
６‒

７
７
１
２

　
今
回
の
ア
ス
リ
ー
ト
は
、
4
月
2
日
に
東
京
・
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
総

合
運
動
場
体
育
館
で
開
か
れ
た
、
ジ
ュ
ニ
ア
ク
イ
ー
ン
ズ
カ
ッ
プ
小
学
3
・
4

年
33
㎏
級
で
全
国
大
会
準
優
勝
を
果
た
し
た
吉
崎
桜
さ
ん
で
す
。

　
越
前
市
武
道
館
で
練
習
を
行
っ
て
い
る
越
前
レ
ス
リ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
桜
さ
ん

は
所
属
し
、
日
々
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
桜
さ
ん
は
、
先
に
習
い
始
め
た
弟
の
公
式

試
合
を
見
て
、
自
分
の
体
一
つ
で
勝
負
す
る
ス
タ
イ
ル
に
興
味
を
持
ち
、
小
学
校
1
年
生

か
ら
レ
ス
リ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。
始
め
の
頃
は
、
大
会
な
ど
で
成
績
が
残
せ
な
い
こ
と

に
悩
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
先
輩
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
つ
け
始
め
た
「
レ
ス
リ
ン
グ

ノ
ー
ト
」
で
練
習
や
試
合
を
振
り
返
り
、
結
果
が
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
桜
さ
ん
は
、
レ
ス
リ
ン
グ
は
体
幹
が
鍛
え
ら
れ
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
身
に
着
け
ら
れ
る

特
徴
が
あ
り
、
ま
た
、
礼
儀
が
学
べ
、
相
手
の
痛
み
を
感
じ
る
こ
と
で
、
思
い
や
り
の
気

持
ち
を
は
ぐ
く
む
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
言
い
ま
す
。そ
ん
な
桜
さ
ん
の
成
長
を
、

ご
両
親
も
、
こ
こ
ぞ
と
い
う
時
の
集
中
力
が
身
に
付
き
、
試
合
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
自

信
を
持
っ
て
何
事
に
も
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
越
前
レ
ス
リ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
団
旗
に
は
「
全
力
勝
負
」
と
い
う
文
字
が
あ
り

ま
す
。
ま
さ
に
、
全
力
で
練
習
や
試
合
に
臨
む
桜
さ
ん
に
今
後
の
目
標
を
尋
ね
る
と
、
来

年
の
全
国
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
で
優
勝
す
る
こ
と
だ
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。6
月
25
日
に
開
か
れ
た
第
18
回
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
金
沢
大
会
中
量
級
で
優
勝
し
、

一
つ
ひ
と
つ
の
課
題
を
乗
り
越
え
る
努
力
を
し
な
が
ら
結
果
を
残
す
吉
崎
さ
ん
の
活
躍
に

今
後
も
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

越前町立朝日小学校4年

吉 崎　   桜さん
（田中区　レスリング）

みつけた！ わが町の
アスリート

Athlete of Our Town

　

平
成
29
年
度
の
補
助
対
象
と
な
る
貸
付
は
、

9
月
上
旬
頃
ま
で
の
申
出
が
期
限
に
な
り
ま

す
。
ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
地
域
の
担
い
手

の
人
と
ご
相
談
の
う
え
、
事
務
局
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
農
地
中
間
管
理
機
構
事
務
局（
農
林
水
産
課
内
）

　
☎
３
４‒

８
７
０
４

問
合
せ
先

　
（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　
　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
☎
０
３‒

６
９
０
７‒

１
２
３
４

お
で
か
け
の
際
は
盗
難
に
注
意

　

夏
の
お
で
か
け
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
空
き
巣
、

車
上
狙
い
、
置
き
引
き
な
ど
の
盗
難
被
害
に
遭

い
や
す
く
な
り
ま
す
。
盗
難
被
害
は
、
他
人
事

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
暑
い
時
期
で
も
、
不
在
時
は
窓
や
玄
関
に
施

錠
を
す
る
。

◦
鍵
を
か
け
て
い
て
も
、貴
重
品
は
放
置
し
な
い
。

◦
外
出
の
際
に
は
、金
品
は
身
体
か
ら
離
さ
ず
、

持
ち
歩
く
。

◦
ち
ょ
っ
と
の
油
断
が
犯
人
に
と
っ
て
は
チ
ャ

ン
ス
。

　
「
い
つ
も
の
こ
と
だ
か
ら
」
と
油
断
せ
ず
、
防

犯
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

夏
は
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
　
～
警
察
か
ら
の
お
知
ら
せ
～

青
少
年
の
み
な
さ
ん
は
非
行
に
注
意

　
夏
休
み
時
期
は
、
不
良
交
友
関
係
か
ら
の
悪

い
誘
惑
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

深
夜
の
徘
徊
、
喫
煙
、
飲
酒
、
家
出
な
ど
、

「
お
も
し
ろ
そ
う
」、「
他
の
友
だ
ち
も
や
っ
て
い

る
か
ら
」
な
ど
の
軽
い
気
持
ち
で
誘
い
に
乗
る

と
ト
ラ
ブ
ル
や
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
誘
惑
に
は
乗
ら
な
い
よ
う
気
持

ち
を
引
き
締
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

　
鯖
江
警
察
署

　
☎
５
２‒

０
１
１
０
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防災行政無線テレフォンサービス（直近に放送した内容が確認できます）

☎34‒1444　☎34‒1445　☎34‒0866

A word from the international arena...

Vol.127
国際交流室から一言
深まった　米国モンテバロ市の訪問団との交流

問合せ先　越前町国際交流協会（国際交流室内）　☎34‒8713

　7月2日から10日の間、本町と姉妹都市協定を結んでいる
米国アラバマ州モンテバロ市から、中学生4人と引率者2人
の訪問団が来町しました。本来、モンテバロ市からは8人の
生徒が来る予定でしたが、残念ながら4人での訪問となりま
した。
　一方、本町のホストファミリーの募集に対しては、過去最
大の12家族のみなさんからご応募をいただきました。みなさ
んと協議をして、4家族がホストファミリー、8家族がサポー
トファミリーとして全員で訪問団を迎える事になりました。
　2日の夜に到着した訪問団は、ホストファミリーと初めて
対面し、緊張と戸惑いの中、本町での生活をスタートしまし
た。訪問団は、ホストファミリーの家庭で過ごしながら、サ
ポートファミリーやボランティアのみなさんにも支えられ、
町内中学校や丹生高校で生徒間交流を行ったり、本町の文化
や歴史を学んだりしました。学校訪問では、英語を使ったゲー
ムや七夕飾りを一緒に作ったりするなど、様々な活動をとお
して交流を楽しみました。実際に会話をしてみると、発音の
聞き取りにくさや伝わりにくさに直面し、ジェスチャーや筆
記を交えて初めて伝わる場面もありました。
　8日には、悠久ロマンの杜で茅葺屋根の日本家屋に一泊し、
バーベキューをした後、花火も楽しみました。
　10日の朝には、ホストファミリーやサポートファミリーが
集まって訪問団を見送りました。初対面の時の緊張は全くな
く、自然な笑顔や別れを惜しみ涙ぐむ姿がみられ、それぞれ
の家族や仲間で新たな絆をつくることができたようです。
　今回のモンテバロ市訪問団受入に際しご協力いただいた、
全ての人に心からお礼を申し上げます。なお、来年の3月に
は町内生徒がモンテバロ市を訪問する予定です。

平成29年度 工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  6月16日～ 7月15日
工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主　管　課

平成29年度 町道寺家・杉の花線舗装補修工事 織 田 2,754,000 山中建設㈱ 建 設 課

平成29年度 越前陶芸村住宅解体工事 小 曽 原 3,780,000 オタ建設㈱ 定住促進課

平成29年度 宮崎中部処理場臭気対策工事 江 波 2,851,200 越前電気㈱ 上下水道課

平成29年度 玉川2号中継ポンプ場機器修繕工事 玉 川 3,196,800 ㈱中西　　 上下水道課

問合せ先　監理課　 ☎34‒8719

越前消防団員が表彰されました

越前消防団消防操法大会

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署	 丹 生 分 署　☎36‒0119
	 朝日分遣所　☎34‒0119
	 越前分遣所　☎37‒0119
	 http://www.fd-sabaenyu.jp/

　平成29年度鯖江・丹生消防大会で、30人の
越前消防団員が表彰されました。

消防庁長官表彰　永年勤続功労章
越前消防団　副団長　関谷　孝一

日本消防協会長表彰　功績章
越前消防団　副団長　久保　福治

日本消防協会長表彰　勤続章
越前消防団　団長　　橋本　　実

※階級は、平成28年度のものです。

　6月25日、鯖江・丹生消防組合消防署丹生分署で越前消防団消防操法大会が開かれました。
　各地区の消防団からポンプ車操法の部に9隊、小型ポンプ操法の部には2隊が出場しました。各分団とも
勇ましく、規律あふれる姿を披露し、日頃の訓練の成果を競い合いました。

小型ポンプ操法の部
優　勝　織田地区第5分団

大会結果

ポンプ車操法の部
優　勝　宮崎地区第1分団
準優勝　織田地区第6分団
 3 　位　越前地区第3分団

消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

▲優勝した宮崎地区第1分団のみなさん

▲久保団長（当時副団長）（左）と関谷副団長（右）

▲優勝した織田地区第5分団のみなさん

▲陶芸村で越前焼を体験

▲悠久ロマンの杜でバーベキュー

▲お別れの時間が来てしまいました

▲ホストファミリー対面式
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強引な彼の視線どーきどき	 冨田コズヱ
そらされた視線に湧いてくる疑念	 渡辺　照子川 柳

　

越
前
焼
の
あ
か
り
と
り
や
風
鈴
、竹
キ
ャ
ン

ド
ル
な
ど
、宮
崎
ら
し
さ
満
点
の
夏
ま
つ
り
で
す
。

と
こ
と
ん
宮
崎　
み
や
ざ
き
コ
ミ
セ
ン
夏
ま
つ
り

日　
　
時

　
8
月
12
日
㈯　
午
後
6
時
～

場　
　
所

　
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

　
（
雨
天
時
は
セ
ン
タ
ー
内
）

内　
　
容

・
各
種
バ
ザ
ー
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

・
流
し
そ
う
め
ん
（
無
料
）

・
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　
　
大
声
コ
ン
テ
ス
ト
（
当
日
参
加
可
）

　
　
は
ぴ
り
ゅ
う
＆
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

　
　
日
吉
太
鼓　
他

・
宮
崎
小
学
校
の
児
童
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
抽

選
券
付
き
う
ち
わ
の
配
布
（
先
着
千
人
）

・
花
火
「
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
」

問
合
せ
先

　
み
や
ざ
き
コ
ミ
セ
ン
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
☎
３
２‒

７
７
１
０

日　
　
時

　
8
月
20
日
㈰

　
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

場　
　
所

　
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
学
習
室

講　
　
師

　
大
間　
憲
之

　
（
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
主
任
研
究
員
）

テ
ー
マ

　
う
み
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

　
（
海
に
ま
つ
わ
る
伝
説
と
物
語
）

定　
　
員

　
20
人
（
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
）

参
加
費

　
無
料
（
入
館
料
別
途
）

第
4
回  

カ
ニ
塾
の
ご
案
内

入
館
料

　
大
人
５
０
０
円
、
子
ど
も
３
０
０
円

問
合
せ
先

　
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
☎
３
７‒

２
６
２
６

　

障
が
い
が
あ
る
人
を
対
象
と
し
た
パ
ソ
コ

ン
相
談
会
を
開
き
ま
す
。
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
、

ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
の
操
作
方
法
や
デ
ジ
カ
メ

写
真
の
取
り
込
み
方
な
ど
の
相
談
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
画
面
読
み
上
げ
ソ
フ
ト
や
支
援
機

器
、
支
援
ア
プ
リ
の
体
験
も
で
き
ま
す
。　

場　
　
所

　
9
月
9
日
㈯　
①
午
前
11
時
～
正
午

　
　
　
　
　
　
　
②
午
後
1
時
～
2
時

　
　
　
　
　
　
　
③
午
後
2
時
～
3
時

場　
　
所

　
武
生
商
工
会
館
（
越
前
市
塚
町
）

対
象
者

　
県
内
在
住
の
障
が
い
を
お
持
ち
の
人

障
が
い
が
あ
る
人
向
け
の
パ
ソ
コ
ン
相
談
会定　

　
員

　
各
回
2
人
（
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
）

参
加
費

　
無
料

※
パ
ソ
コ
ン
は
、
ご
持
参
い
た
だ
く
こ
と
も

で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

　
福
井
県
障
害
者
Ｉ
Ｔ

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
７
６‒

　
　
２
７‒

１
５
５
５
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I n f o r m a t i o nえちぜんみんな集まれ

　今年は、おたまつりと O・TA・I・KO 響2017を同時開催し、オタイコ・ヒルズでの「だいずり競演」が実現します。
織田地区の太鼓文化と全国の太鼓集団の演奏を、会場で満喫しませんか。

おたまつり＆ O・TA・I・KO 響2017

12：00～ だいずり　劒神社から出陣
 Angel MARINEキッズダンス
 はぎの保育園、たいら保育園、織田保育所
 園児発表
13：00～ だいずり競演
14：00～ 太鼓の学校
16：20～ プロローグ
 織田音頭
 明神ばやし保存会
 おたまつり だいずりオンステージ
 O・TA・I・KO座明神 Jr.
 笑顔に会い隊

18：00～ O・TA・I・KO響宴2017
 DIA＋、花の宴、和太鼓風雅 （石川県）
 阿波踊り 娯茶平 （徳島県）
 打打打団 天鼓 （大阪府）
 O・TA・I・KO座明神 （越前町）

イベントスケジュール（予定）

問合せ先　おたまつり＆Ｏ・ＴＡ・Ｉ・ＫＯ響実行委員会事務局
	 （織田コミュニティセンター内）　☎36‒1111

入場
無料

日　
　
時　
8
月
27
日
㈰　

　
開
　
場　
午
後
1
時

　
開
　
演　
午
後
1
時
30
分

場　
　
所

　
朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル
（
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
）

第
10
回
え
ち
ぜ
ん
マ
リ
ン
バ
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者

広
島
ジ
ュ
ニ
ア
マ
リ
ン
バ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、

石
原
有
希
子
、
え
ち
ぜ
ん
マ
リ
ン
バ
楽
友
会

入
場
料

　
大
人
　
　
　
　
前
売
り　
１
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
当　
日　
１
，５
０
０
円

　
高
校
生
以
下
　
前
売
り　
　

５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
当　
日　
　

８
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、道
の
駅「
パ
ー

ク
イ
ン
丹
生
ヶ
丘
」、
ハ
ニ
ー
朝
日
中
央
店
、

泰
澄
の
杜
、
お
も
い
で
な
、
織
田
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
メ
ル
シ（
内
）江
口
時
計
店

問
合
せ
先

　
第
10
回
え
ち
ぜ
ん
マ
リ
ン
バ
コ
ン
サ
ー
ト
事
務
局

　
宮
川　
☎
０
９
０‒

２
８
３
０‒

０
１
０
１

　
福
井
県
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
で
は
、
設
立

50
周
年
を
記
念
し
た
式
典
と
、
林
修
氏
を
講
師

に
お
招
き
し
た
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

日　
　
時

　
9
月
24
日
㈰　
午
後
0
時
30
分
～
3
時
30
分

　
（
途
中
入
退
場
は
で
き
ま
せ
ん
）

場　
　
所

　
福
井
商
工
会
議
所　
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

内　
　
容

　
表
彰
式

　
実
践
事
業
発
表

　
「
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
つ
い
て
」

記
念
講
演
会

　
講
　
師　
林　
修
氏

　
演
　
題　
「
や
り
た
い
事
」と「
で
き
る
事
」

福
井
県
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
設
立
50
周
年
記
念
事
業　
参
加
者
募
集

申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　
8
月
21
日
㈪
必
着

問
合
せ
先

　
（
一
社
）
福
井
県
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

　
☎
０
７
７
６‒

４
１‒

３
９
０
８

講師／林　修氏

日　
　
時

　
8
月
20
日
㈰　
午
後
1
時
30
分
～

場　
　
所

　
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

出
演
団
体

Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ 

Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ 

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｂ
Ｅ
、

ま
り
ん
ば
み
ゅ
ー
じ
っ
く
ぱ
ー
て
ぃ
ー
！

参
加
費

　
無
料

問
合
せ
先

　
越
前
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
務
局

　
☎
３
７‒

７
７
１
０

サ
マ
ー
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト



パパは誰じじは誰の子聞く絆	 武藤　久子
拉致家族親子の絆届くはず	 山内　千代川 柳 電話口裏に打診の顔が見え	 山田千栄子

隠し事泳ぐ視線で覚られる	 松村　典子川 柳

8月の休館日　7・14・21・28日　　開館時間　午前9時 〜午後5時（最終入館は午後4時30分）

越前陶芸村文化交流会館を楽しもう！　8月のイベント情報

今年は浴衣の着付けをマスターして、気軽におでかけしてみよう！
分かるまで丁寧に指導してもらえるから安心。

8月20日（日）　午後1時30分～

陶　と「　　　　」と　花
ピアノトレーニングプラン

夏休み陶芸村クイズラリー
8月11日（金）・8月12日（土）・8月13日（日）

STEINWAY & SONS

今月は…
陶　と「着れたらいいね！自分で浴衣」と　花

――ご利用料金――
1時間　3,000円
2時間　5,000円
3時間　7,000円

（ご利用の際は事前に
ご予約ください）

参加費　500円
※ご自身の浴衣・帯・腰紐・帯
板・下駄など、着付けに必要
なものはご持参ください。
（着物以外の小物をお持ちで
ない場合は、ご相談ください）

～みんなとつながる　ほっこり  のんびり  楽しい時間～
　毎月第3日曜日の午後、越前焼のカップでほっこり一息つきながら…
　周囲の緑やしつらえられた花をのんびり眺めつつ…
　「　　」（毎回変わるメインテーマ）を、そこに集うみなさんと共に愉
しむひと時です。

　憧れのスタインウェイのピアノで練習ができます。大きなホー
ルをお手頃価格でご利用いただけるので、発表会やコンクール
前のイメージトレーニングにも最適で人気のプランです。夏休
みにいかがですか。

　陶芸村内にある6つの施設をめぐり、その施設にちなんだクイ
ズに答える「クイズラリー」を今年も開催。全てのクイズに答
えた人には、お楽しみが待ってるよ！
【スタート＆ゴール】	 越前陶芸村文化交流会館前のテント
【開 催 時 間】	午前10時〜午後4時
【クイズ出題施設】	 福井県陶芸館・陶芸教室・茶苑・越前陶芸村・
	 文化交流会館・越前焼の館・だいこん舎

問合せ先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎32‒3200

こちら健康増進係 みなさんの健康づくりを応援します！第25回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

えちぜん健康チャレンジ

健康づくり出前講座

　18歳以上の町民のみなさんを対象とした健康づくり応援事業です。健診受診・
30日間の健康づくり実践・健康講座受講などでポイントを集めると、
記念品（越前町商品券1,000円分、または健診助成券1,500円分）
がもらえます。まずはチャレンジカードを入手してください（これ
までに、540人に配布しました！）
　健康保険課、宮崎、越前、織田コミュニティセンターでチャレン
ジカードをお渡ししています。また、集団健診会場や健康づくり出
前講座等でもお渡しします。

「生涯学習センターの実施する健康関連講座」
　各地区の「生涯学習センターだより」に掲載されている講座のうち、上記のえちぜん健康チャレン
ジのロゴマークが付いていて、健康チャレンジの対象講座と書いてある講座への参加でポイントが付
きます。詳しくは、生涯学習センター、宮崎・越前・織田分館にお問い合わせください。

　今年度から新しく始まった「健康づくり出前講座」に、多くの団
体から申し込みがあり、6〜7月にかけて6回の講座を開きました。
　みなさんの地域に出向き、健康づくりのお手伝いをいたします。

対　象　原則越前町民で構成する10人～ 50人程度の団体
講　師　町保健師・栄養士、健康運動指導士、臨床心理士など
内　容　10項目の講座内容から選択していただきます。詳しくは、
	 健康保険課までお問合せください。

※健康づくり出前講座は、えちぜん健康チャレンジポイント対象講
座です。（20ポイント）

「健康チャレンジ講座　～体脂肪・筋力測定から始める健康づくり～」
　健康チャレンジ講座に参加して、普段測定することのできない筋肉量やバランス、
脂肪量を知り、ご自分に合った健康づくりを考えていきましょう。

日　時　8月23日（水）　午後1時30分〜 3時

場　所　越前町生涯学習センター

内　容　体組成成分検査、ご自身の体を見つめてみましょう（検査結果の説明）
　　　　食事と運動について、目標設定

8月のポイント対象講座のご案内

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

受講者の感想
　6月4日に「こころの健康づくり」
を受講しました。『うつ』は、気分が
塞ぎ込んだりする状態。誰にでも起こ
りうるものだとおっしゃっていまし
た。小さな地区ですが、出席率が良く、
とても勉強になりました。
　また、特典として、受講したこと
でえちぜん健康チャレンジポイント
を20ポイント獲得できました。

（茂原地区　濱野さん）

▲生活リズムと子どもの健康 ▲今日から食べよう1日野菜350g ▲がんの予防について
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I n f o r m a t i o nえちぜん健康な暮らしのために みんな集まれ

　
山
の
日
は
、
昨
年
で
き
た
祝
日
で
す
。
植
物

園
で
は
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
や
シ
ソ
ジ
ュ
ー
ス
の

振
る
舞
い
、
工
作
教
室
を
行
い
ま
す
。

　
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
散
策
し
よ
う
。
謎
を

解
き
明
か
し
た
人
に
は
豪
華
な
宝
物
を
ゲ
ッ
ト

で
き
る
チ
ャ
ン
ス
。

会　
　
期

　
8
月
11
日
㈮
～
16
日
㈬

　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
（
宝
物
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）

山
の
日
は
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア
に
行
こ
う

シ
ソ
ジ
ュ
ー
ス
振
る
舞
い

来
園
さ
れ
た
人
に
夏
バ
テ
防
止
の
シ
ソ

ジ
ュ
ー
ス
を
振
舞
い
ま
す
。

　
日　
　
時

　
　
8
月
11
日
㈮　
午
前
9
時
～

　
　
（
１
０
０
杯
限
定
、
な
く
な
り
次
第
終
了
）

夏
休
み
の
工
作
教
室

夏
休
み
の
宿
題
の
工
作
を
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア
で

作
り
ま
し
ょ
う
。
事
前
の
ご
予
約
は
、
不
要

で
す
。

　
日　
　
時

　
　
8
月
11
日
㈮

　
　
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
1
時
～
4
時

　
材
料
費

　
　
1
個　
３
０
０
円

　
　
（
材
料
に
よ
っ
て
別
途
料
金
、
入
園
料
別
）

入
園
料

　
大
　
　
　  
人　
３
０
０
円

　
中
学
・
高
校
生
　
２
０
０
円

　
小
　
学
　
生　
１
０
０
円

問
合
せ
先

　
福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　
☎
３
４‒

１
１
２
０

　
ぶ
ど
う
狩
り
を
き
か
っ
け
に
素
敵
な
出
会
い

を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
？

　
独
身
者
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日　
　
時　
9
月
3
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
2
時

場　
　
所　
糸
生
温
泉　
泰
澄
の
杜

ぶ
ど
う
狩
り
で
楽
し
い
出
会
い
を

参
加
費　
2
千
円

日　
　
程　
午
前
9
時
45
分　
玄
関
前
集
合

　
　
　
　
　
ぶ
ど
う
狩
り
、
食
事
、
研
修

申
込
締
切　
8
月
10
日
㈭

問
合
せ
先　
越
前
町
婦
人
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
結
婚
相
談
員　
宇
野

　
　
　
　
　
☎
３
６‒

０
２
３
６



問合せ先　　町立図書館　☎34–0395　　　　越 前 分 館　☎37–7713
　　　　　　宮 崎 分 館　☎32–7712　　　　織 田 分 館　☎36–2288

夏休みは、図書館へ行こう！図書館だよ
り

全　館　共　通
読書感想文課題図書・自由研究の本を展示

町　立　図　書　館

織　田　分　館

8月の土曜日・日曜日は、午前9時開館（他館は通常開館）

8月31日まで歴史図書・マンガフェア開催中

織田文化歴史館の文化交流ホールに図書館や寄贈による歴史系の図書やマンガが1,300冊集まります。
※歴史図書・マンガフェアの本の貸出はできません。館内でお読みください。

☆スタンプカードの発行　（対象：幼児～中学生）
図書1冊以上貸し出しごとにスタンプを押します。（1日1つまで。）　スタンプが3つ集まったらクジに1回
チャレンジできます。「おはなしひろば」に参加してもクジが引けます。

☆おはなしひろば1
　8月 3 日（木）　午後2時～　山の絵本の読み聞かせ、貸し出しバックにお絵かき

☆おはなしひろば2
　8月10日（木）　午後2時～　日本の神話の読み聞かせ、オリジナル絵巻物づくり

☆おはなしひろば3
　8月24日（木）　午後2時～　世界の神話の読み聞かせ、貸し出しバックにお絵かき

8月のおはなし会
12日（土）　午後2時～　ボランティアグループ「おはなしあい・愛」
26日（土）　午後2時～　ボランティアグループ「にじの会」

※工作や自由絵画をする時もあります。汚れてもいい服装でお越しください。

夏休みかんたん工作

開館時間中は、いつでも作れます。

 1 日（火）～ 6 日（日）	 ギイギイゼミ

 8 日（火）～13日（日）	 たこさんふうりん

15日（火）～20日（日）	 いるかジャンプ

22日（火）～27日（日）	 パタパタおばけ

29日（火）～31日（日）	 紫外線発色ビーズ
	 のストラップ

※材料が無くなり
　次第終了。

子ども図書館まつり

8月19日（土）

午後1時～	 受付

午後2時～　	 ボランティアグループによる
	 たのしいおはなし会
	 ◦仮面劇「カラボックパン」
	 ◦紙芝居
	 ◦さかなつりコーナー

午後3時10分～	 宝さがしゲーム
	 （参加者には賞品あり）

午後4時～	 工作「鍵つきの宝箱」
	 先着20人

宮崎分館・越前分館
折り紙コーナーがあります。

読み聞かせ視線輝く子の瞳	 向当みつ子
打診せず見透かす母の不思議な目	 原　　榮子川 柳 打診され返事戸惑う胸の内	 山谷　ゆり

百態の絆母から子へ送る	 司辻　文子川 柳広報 えちぜん19 平成29年８月号 広報 えちぜん 18平成29年８月号

I n f o r m a t i o nえちぜん健康な暮らしのために

つるかめ体操教室とは
　各集落単位で※介護予防サポーターを中心に実施
している体操教室です。地域によって、体操の他に
レクリエーションなどを行い、楽しみながら体を動
かします。
※介護予防サポーターとは、体操教室のボランティアです。

　今回は、上川去地区の教室をご紹介します。
　体操の後には、みんなで歌いながら手作り「竹踏み」
の昇り降りをおこなっていました。

問合せ先　地域包括支援センター　☎34‒8729

　竹踏みは、山型の木に
ビール瓶の王冠が付いて
いて、足のつぼを刺激し
ます。竹踏み以外にも風
船バレーなども行ってい
るそうです。

つるかめ体操教室をご紹介します

気持ちいいわ～

♪～～

座りながら行う体操なので、

　気軽に参加できます。

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医
8 月 6 日㈰ 長田内科胃腸科医院 ☎32–2774
8 月11日㈮ 藤田医院 ☎34–0044
8 月13日㈰ 織田病院 ☎36–1000
8 月20日㈰ 藤田医院 ☎34–0044
8 月27日㈰ 伊部病院 ☎34–0220

♥発達相談会（予約制）
8 月 1 日㈫ 午後 1 時～ 4 時 朝寿殿

♠3歳児健診
8 月24日㈭ 午後 1 時30分～ 4 時 織田コミュニティセンター

♠2歳児歯科健診
8 月 1 日㈫ 午後 1 時30分～ 4 時 織田コミュニティセンター

♠離乳食教室・前期（予約制）
8 月 9 日㈬ 午前10時～正午 織田コミュニティセンター

♠心をいやす相談会（予約制）
8 月25日㈮ 午前 9 時30分〜正午 役場別館

♦子育てサロン
毎週水、金 午前 9 時30分～ 11時30分 越前町社会福祉センター

♦介護おはなし会
8 月24日㈭ 午後 1 時～ 3 時 織田コミュニティセンター

♦くらしの困りごと相談会
8 月 1 日㈫

午後 1 時～ 4 時

宮崎コミュニティセンター

8 月 8 日㈫ 越前町社会福祉センター

8 月15日㈫ 越前地域福祉センター

8 月22日㈫ 織田コミュニティセンター

問合せ先　♠健康保険課　　　　　　☎34‒8710
	 　♥福祉課　　　　　　　　☎34‒8725
	 　♦越前町社会福祉協議会　☎34‒2388

健診※ 肺がん 胃がん 乳がん 子宮頸がん

8 月 4 日㈮ 午前 8 時〜 10時 朝寿殿 ● ● ●

8 月 5 日㈯ 正午〜午後 2 時 織田コミュニティセンター ● ● ● ●

8 月29日㈫ 午前 9 時〜 10時 厨地区集会施設 ● ● ●

8 月29日㈫ 午後 1 時30分〜 2 時 米ノ地区集会施設 ● ●

※肝炎検査・ピロリ検査・前立腺検診もあわせて実施。

♠集団健診日程（予約制）
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保育所（園） 実　施　日 電話番号

朝 日 西 保 育 所 8 月23日（水） 34–5602

朝 日 南 保 育 所 8 月 9 日（水） 34–1614

あ さ ひ 保 育 所 8 月 9 日（水） 34–0081

あ さ が お 保 育 園 8 月 8 日（火） 34–1110

宮 崎 中 央 保 育 所 8 月 8 日（火） 32–2067

小 曽 原 保 育 所 8 月 9 日（水） 32–2039

陶 の 谷 保 育 所 毎 日 午 前 中 32–3014

西 徳 寺 保 育 園 要 問 合 せ 37–1354

四 ヶ 浦 保 育 園 毎 日 午 前 中 37–0305

織 田 保 育 所 毎 日 午 前 中 36–0160

は ぎ の 保 育 園 毎 日 午 前 中 36–0396

た い ら 保 育 園 毎 日 午 前 中 36–0251

※内容などは、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
7
月
15
日
現
在
）

（
7
月
15
日
現
在
）

人口と世帯
（7月1日現在）

　

7
月
6
日
に
開
か
れ
た
２
０
１
７
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
サ
ミ
ッ
ト
in
越
前
町
の
一
コ
マ
で
す
。

　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
と
は
、
田
ん
ぼ
を
キ
ャ
ン
パ

ス
ス
に
見
た
て
、
色
の
異
な
る
稲
を
植
え
る
こ

と
で
、
巨
大
な
絵
や
文
字
を
作
る
も
の
で
す
。

　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は
、
日
本
中
で
行
わ
れ
て
い

て
、
そ
の
中
か
ら
25
団
体
が
越
前
町
に
集
ま
り
、

事
例
展
示
や
交
流
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
干
支
に
ち
な
ん
だ
「
鳳
凰
と
越
前

水
仙
」
の
絵
柄
を
、
県
内
一
の
広
さ
を
誇
る

6
千
㎡
の
田
ん
ぼ
い
っ
ぱ
い
に
描
き
ま
し
た
。

隣
に
写
る
観
光
バ
ス
と
比
較
す
る
と
そ
の
大
き

さ
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

　
サ
ミ
ッ
ト
当
日
は
、
多
く
の
人
が
見
学
に
訪

れ
、
宮
崎
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
カ
メ
ラ

や
ビ
デ
オ
で
撮
影
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
過
去
9
回
分
の
作
品
は
、
下
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
掲
載
し
た
「
い
き

い
き
情
報
局
」の
動
画
が
開
き
ま
す
。）

　

日
本
広
報
協
会
が
主
催
す
る
全
国
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
平
成
29
年
度
の
入
選
作
品
が
発
表

さ
れ
、
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
て
い

ま
す
。
入
選
作
品
は
、
ペ
ー
ジ
の
レ
イ
ア
ウ
ト

が
大
胆
で
、
見
栄
え
が
い
い
も
の
ば
か
り
で
す
。

見
栄
え
が
全
て
で
は
な
い
で
す
が
、

見
習
う
べ
き
点
も
多
く
、
も
っ
と

改
善
が
必
要
だ
と
思
う
次
第
で
す
。

人　口	 22,107人

　男	 10,691人
　女	 11,416人
世帯数	 7,263戸

（前月より55人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

表
紙
の
写
真

朝　

日	

菅
原　

孝
昭
さ
ん
（
79
歳
）

上
川
去	

齊
藤　
　

太
さ
ん
（
82
歳
）

佐
々
生	

出
口　

金
作
さ
ん
（
92
歳
）

天　

王	

小
川
ア
イ
子
さ
ん
（
91
歳
）

江　

波	

竹
内
元
右
ヱ
門
さ
ん
（
74
歳
）

江　

波	

小
山
ア
サ
オ
さ
ん
（
90
歳
）

樫　

津	

近
藤　

弘
好
さ
ん
（
90
歳
）

大　

樟	

栁
生
マ
サ
ヱ
さ
ん
（
91
歳
）

大　

樟	

親
﨑
ツ
ユ
コ
さ
ん
（
91
歳
）

大　

樟	

竹
谷　

朝
野
さ
ん
（
89
歳
）

　

厨	

山
本　
　

求
さ
ん
（
80
歳
）

高　

佐	

高
矢
代
志
江
さ
ん
（
71
歳
）

　

北	

五
十
嵐

江
さ
ん
（
92
歳
）

　

北	

冨
田　
　

一
さ
ん
（
78
歳
）

　

東	

佐
々
木
春
治
郎
さ
ん
（
99
歳
）

寺　

家	

水
島　
　

正
さ
ん
（
90
歳
）

編
集
後
記

気
比
庄	

川か
わ

上か
み　

朝あ
さ

士と

（
明
輝
、
男
）

江　

波	

西に
し

村む
ら　

碧あ
お

音い

（
大
樹
、
女
）

江　

波	

池い
け

内う
ち　

光こ
う

希き

（
孝
至
、
男
）

小　

樟	

濵は
ま

野の

翔と

輝き

斗と

（
達
弘
、
男
）

高　

佐	

高た
か

木ぎ　

凛り

乃の

（
雅
司
、
女
）

上
山
中	

堀ほ
り　

日ひ

真ま

莉り

（
清
憲
、
女
）

細　

野	

伊い

部べ　

心み

彩あ

（
浩
孝
、
女
）

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
50

―
日
本
遺
産 

編
―

学
Ｍ 
こ
ん
に
ち
は
。前
回
に
続
き
、日
本
遺
産
認
定
を
記
念
し
、

越
前
焼
や
六
古
窯
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

Ｅ
子	

こ
ん
に
ち
は
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

学
Ｍ 

早
速
で
す
が
、日
本
六
古
窯
に
つ
い
て
、知
っ
て
い
ま
す
か
。

Ｅ
子	

数
年
前
、学
Ｍ
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

	

日
本
六
古
窯
は
、越
前
窯
の
ほ
か
、瀬
戸
・
常
滑
・
信
楽
・

丹
波
・
備
前
の
各
窯
を
総
称
し
た
も
の
で
す
ね
。

学
Ｍ 

そ
の
と
お
り
で
す
。
で
は
、
な
ぜ
こ
れ
ら
六
つ
の
産
地

が
重
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

Ｅ
子	

古
い
時
代
よ
り
、生
産
が
継
続
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
か
。

学
Ｍ 

は
い
。
六
つ
の
産
地
で
は
、
一
二
世
紀
代
に
焼
物
の
生

産
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
、
平
安
時
代
後
期

に
あ
た
り
ま
す
。ど
の
よ
う
な
時
代
で
し
ょ
う
。イ
メ
ー

ジ
で
き
ま
す
か
？

Ｅ
子	

武
士
が
、活
躍
を
始
め
る
時
代
で
す
ね
。

学
Ｍ 

藤
原
氏
北
家
の
嫡
流
が
摂
政
や
関
白
と
な
り
、
天
皇
を

補
佐
し
て
政
治
を
行
っ
た
、い
わ
ゆ
る「
摂
関
政
治
」が

終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。
か
わ
っ
て
、
武
士
に
よ
っ
て
開

幕
さ
れ
た「
鎌
倉
時
代
」が
始
ま
り
ま
す
。

	

こ
の
よ
う
に
、
六
産
地
で
焼
物
の
生
産
が
始
ま
っ
た
の

は
、
政
治
の
中
心
が
貴
族
か
ら
武
士
へ
と
移
る
過
渡
期

に
な
り
ま
す
。

Ｅ
子	

時
代
の
過
渡
期
に
あ
た
り
、
新
し
い
焼
物
が
生
産
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
で

し
ょ
う
か
？

学
Ｍ 

な
か
な
か
、
難
し
い
質
問
で
す
ね
。
一
二
世
紀
代
と
い

う
の
は
、
古
代
か
ら
中
世
に
移
る
時
期
で
す
。
中
世
の

始
ま
り
を
一
一
世
紀
代
と
考
え
る
研
究
者
も
い
ま
す
が
、

教
科
書
な
ど
を
見
る
と
、平
安
時
代
の
終
焉
と
と
も
に
、

古
代
も
終
わ
り
と
な
り
ま
す
。

Ｅ
子	

古
代
と
は
、飛
鳥
時
代
か
ら
平
安
時
代
の
こ
と
で
す
ね
。

で
は
、中
世
と
は
い
つ
の
時
代
を
指
す
の
で
す
か
？

学
Ｍ 

中
世
は
、鎌
倉
時
代
・
南
北
朝
時
代
・
室
町
時
代
・
戦
国

時
代
を
含
み
ま
す
。江
戸
時
代
か
ら
、近
世
と
な
り
ま
す
。

Ｅ
子	

本
に
よ
っ
て
、時
代
の
表
記
が
違
う
の
で
、よ
く
分
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

学
Ｍ 

た
し
か
に
、そ
う
で
す
ね
。人
に
よ
っ
て
は
、南
北
朝
時
代

や
戦
国
時
代
を
室
町
時
代
に
含
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

	

話
を
戻
し
ま
す
と
、古
代
に
は
律
令
制
度
を
背
景
に
、朝

廷
や
国こ

く

衙が

・
郡ぐ

ん

衙が

が
陶
器
の
生
産
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

今
で
言
う
と
、国
・
都
道
府
県
・
市
町
な
ど
の
自
治
体
が

生
産
を
主
導
し
て
い
た
の
で
す
。

	

し
か
し
、
長
い
期
間
に
わ
た
る
と
、
社
会
は
変
質
し
ま

す
。
経
済
の
面
で
見
る
と
、
一
一
～
一
二
世
紀
に
荘
園

公
領
制
が
成
立
し
、土
地
支
配
の
実
態
が
変
わ
り
ま
す
。

	

ま
た
、宗
教
で
は
、既
存
の
宗
派
の
枠
組
み
を
超
え
て
、

浄
土
信
仰
・
禅
・
法
華
信
仰
が
盛
ん
と
な
り
、鎌
倉
仏
教

（
浄
土
宗
・
浄
土
真
宗
・
時
宗
・
臨
済
宗
・
曹
洞
宗
・
日
蓮

宗
）が
生
ま
れ
ま
す
。

	

窯
業
を
見
る
と
、
古
代
で
は
須
恵
器
を
中
心
に
、
一
部

地
域
で
緑
釉
陶
器
・
灰
釉
陶
器
な
ど
が
生
産
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
越
前
焼
の
産
地
で
あ
る
越
前
国
で
は
、
一
〇

世
紀
初
頭
に
須
恵
器
の
生
産
が
終
焉
を
迎
え
、
以
後

二
〇
〇
年
間
は
陶
器
を
作
っ
て
い
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
、

東
海
な
ど
か
ら
輸
入
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

Ｅ
子	

既
存
の
シ
ス
テ
ム
が
変
わ
り
、
様
相
が
一
変
す
る
の
で

す
ね
。

学
Ｍ 
そ
う
で
す
。
ど
の
よ
う
な
勢
力
が
越
前
窯
を
開か

い

窯よ
う

し
た

の
か
は
、分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、新
し
い
集
団

が
台
頭
し
て
き
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｅ
子	

そ
れ
は
、武
士
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
ね
。

学
Ｍ 

可
能
性
は
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど
の
Ｅ
子
さ
ん
の
質
問
の

答
え
で
す
が
、
新
し
い
社
会
を
象
徴
す
る
も
の
の
ひ
と

つ
が
日
本
六
古
窯
な
の
で
す
。

	

こ
の
背
景
に
、前
代
の
窯
業
生
産
で
は
、人
々
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
読
み
取
れ
ま
す
。
そ

れ
は
、焼
物
の
形
状
や
外
観
・
機
能
だ
け
で
は
な
く
、価

格
や
流
通
手
段
、
宗
教
的
な
意
味
な
ど
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。

	

中
世
は
、
民
衆
が
主
役
と
な
り
活
躍
し
た
時
代
と
言
わ

れ
ま
す
。
日
本
六
古
窯
で
は
、「
日
常
雑
器
」
と
呼
ば
れ

る
庶
民
が
日
常
で
使
用
す
る
焼
物
を
中
心
に
生
産
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
し
た
。ま
さ
に
、日
本
六
古
窯
の
誕
生
は
、

民
衆
の
胎
動
を
示
す
の
で
す
。

Ｅ
子	

そ
う
い
う
見
方
も
あ
る
の
で
す
ね
。

学
Ｍ 

ち
ょ
っ
と
熱
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
あ
く
ま
で

私
個
人
の
意
見
で
す
。

	

次
回
は
、
六
古
窯
の
共
通
点
を
も
う
少
し
詳
し
く
見
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。

問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　番組制作課　☎51−0101

8月の越前町関連の番組放送予定
たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

※町公式動画チャンネルで、「いきいき情報局」
を放送開始日から同時配信中！

	 バックナンバーを含め、いつでも「いきい
き情報局」がご覧いただけます。

■ 「越前町いきいき情報局」
①7:55～　②12:55～
③19:55～　毎日5分間放送中！

O・TA・Ｉ・KO 響2017 
【放送中～8月18日㈮】

子どもの発達相談・支援について
【8月19日㈯～9月1日㈮】

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド
知ってる人が

出演してるかも？

■ 「8月は自主制作番組を一挙再放送」
丹生郡小中学校音楽会

【8月13日㈰】
越前町出身　小平鉄平監督
短編映画「父の日」

【8月25日㈮】
など、詳しくは、丹南ケーブルテレビのガイド誌や
ホームページをご覧ください。

学芸員 M

Ｅ子



全国大会出場の原動力
　7月28日から、平成29年度全国高等学校総合体育大会「はばたけ世界へ南東北総体2017」が開かれています。
　また、7月31日からは、第41回全国高等学校総合文化祭が開かれており、丹生高校写真部から上野睦生さんが出場
します。それぞれの全国大会に出場するための予選会を勝ち抜く原動力となった選手のみなさんをご紹介します。

Congratulations
　
6
月
24
日
、
福
井
県
立
ホ
ッ
ケ
ー
場
で
、

越
前
町
小
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
が
開
か
れ
、

町
内
の
各
ス
ポ
少
か
ら
全
23
チ
ー
ム
、
約

１
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

選
手
の
み
な
さ
ん
は
、
全
国
大
会
に
向

け
て
緊
張
感
を
も
っ
て
試
合
に
臨
み
、
高

度
な
技
術
で
大
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

全
国
大
会
（
第
39
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
ホ
ッ
ケ
ー
交
流
大
会
）
は
、
8
月
5

日
か
ら
7
日
の
3
日
間
、
山
口
県
岩
国
市

で
開
か
れ
ま
す
。
全
国
大
会
で
の
活
躍
を

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
会
結
果

4
年
男
子
の
部

　
優
勝　
Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ 

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
２

4
年
女
子
の
部

　
優
勝　
Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ 

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
２

5
年
男
子
の
部

　
優
勝　
糸
生
ボ
ー
イ
ズ　

5
年
女
子
の
部

　
優
勝　
常
磐

6
年
男
子
の
部

　
優
勝　
朝
日
Ａ

6
年
女
子
の
部

　
優
勝　
常
磐

　
7
月
2
日
、
織
田
中
央
公
園
弓
道
場
で
、

第
28
回
織
田
信
長
杯
弓
道
大
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

40
チ
ー
ム
１
１
３
人
が
参
加
し
、
団
体

戦
と
個
人
戦
を
行
い
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
団
体
の
部

　
　
3　
位　
丹
生
Ａ

　
個
人
の
部
　
男
子

　
　
3　
位　
小
山　
航
輝
（
丹
生
Ａ
）

　

7
月
2
日
、
県
立
武
道
館
で
、
第
7
回

（
公
社
）
福
井
県
柔
道
整
復
師
会
会
長
杯

少
年
柔
道
大
会
兼
第
44
回
福
井
県
少
年
柔

道
大
会
が
開
か
れ
、
本
町
か
ら
出
場
し
た
、

實
心
館
仲
保
道
場
所
属
の
林
夏
生
さ
ん（
織

田
小
5
年
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
優
勝
し
た
林
さ
ん
は
、
10
月
に

講
道
館
（
東
京
）
で
開
か
れ
る
第
27
回
日

整
全
国
少
年
柔
道
大
会
に
県
代
表
チ
ー
ム

の
一
員
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

大
会
結
果

　
個
人
戦
　

5
年
の
部

　
　
優
勝　
林　
夏
生
（
織
田
小
）

越
前
町
小
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

第
28
回
織
田
信
長
杯
弓
道
大
会

第
7
回（
公
社
）福
井
県
柔
道
整
復
師
会
会
長
杯
少
年
柔
道
大
会

兼
第
44
回
福
井
県
少
年
柔
道
大
会

▲個人戦を勝ち抜く林さん（中央左）▲入賞した丹生Aチーム

平成29年度全国高等学校総合体育大会出場

ホッケー

弓 道

hockey

archery

▲丹生高校男子ホッケー部のみなさん ▲丹生高校女子ホッケー部のみなさん

▲丹生高校女子弓道部のみなさん

▲個人の部に出場する中西梨絵さん（左）
　と伊部あみかさん（右）

▲羽水高校ボクシング部　佐々木崇弥さん

ボクシングboxing

期日／ 8月5日（土）～ 8月10日（木）
会場／福島県会津若松市　あいづ総合体育館

期　日／ 7月29日（土）～ 8月 2日（水）
会　場／ 山形県川西町・米沢市　川西町総合運動公園ホッケー競技場、
 山形県立米沢商業高等学校ホッケー場

期　日／ 8月1日（火）～ 8月4日（金）
会　場／ 宮城県仙台市　カメイアリーナ仙台（仙台体育館）

写真photo

▲丹生高校写真部　上野睦生さん

期日／ 7月31日（月）～ 8月4日（金）
会場／ せんだいメディアテーク

第41回全国高等学校
総合文化祭

特  集

広報 えちぜん 22平成29年８月号広報 えちぜん23 平成29年８月号

S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e



おでこま♪
地域おこし協力隊

こまさんの
～おでかけこまさん～

広報 えちぜん 24平成29年８月号

発
行
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越
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町

役
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郡
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TEL 0778
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大豆油インキで印刷しています
再生紙を使用しています
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1
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町ホームページ
http://www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

（携帯電話用）

町ホームページQRコード 町公式動画チャンネルQRコード

（スマートフォン用） （スマートフォン用）

第4回目のおでコマ♪は、7月14日に日本ロマンチスト協会の『恋する
灯台プロジェクト』でロマンスの聖地に認定されたばかりの『越前岬
灯台』を紹介します♡

～織田保育所～

act.4 恋する灯台「越前岬灯台」─

No.4

～心も体ものびのびすこやかに～
いっぱい遊んでいっぱい学ぼう！

身近な生き物や
自然への興味・関心が

高まります。

晴れた日はいろんな
所に出かけます。

みんなの声・音・心を
一つに合わせて！

すくすく通信

『ロマンチスト』という“大切な人を世
界で一番幸せにできる人”が増えると社
会全体はちょっぴりハッピーになるかも
しれないということに気がついたトキメ
ク大人たちがはじめた秘密結社です。

春は、桜の花と白い灯台がロマンチック♡
夏は、青空と海と白い灯台がロマンチック♡
秋は、夕陽と白い灯台のコントラストがロマンチック♡
冬は、越前水仙と白い灯台がロマンチック♡
なんと、越前岬の夕日は、日本夕陽百選のひとつなんです！

実は、『越前岬灯台』は登る
ことができちゃうんです♡
今年の一般公開は、灯台の
日（11月1日）の近くを予
定しています。
灯台の上にハシゴで登るの
は、ドキドキしたけれど、
登り切った後の景色にはホ
ントに感動♡

【日本ロマンチスト
協会ってなあに？】 【わたしの越前岬灯台のみどころ】

【灯台って登れるの？】

海、泥、砂、肌で感じ、遊ぶ中で
育ちの種を育みます。


